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〔本校の教育目標〕 

未来を見つめ、より高きを志向する生徒 

一、賢く   創造力豊かな生徒 

一、豊かに  豊かな心を持ち、感動できる生徒 

一、強く   自ら考え、正しく実行できる生徒 

一、逞しく  身体をきたえ、逞しく成長する生徒 

〔今年度の重点教育目標～めざす生徒像〕 

先を見据え、己の意思で粘り強く挑戦し続ける生徒の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１１月７日（金）、令和７年度 後期生徒総会を開催しました。今回の生徒総会に向けて、新旧生徒会役員や各

委員会はこれまでの生徒会活動を振り返り、「より良い学校生活」を目指してこれから１年間の活動を計画しまし

た。そして生徒一人ひとりも各学級で「より良い学校生活」を目指して生徒会活動のアイデアなどを考えました。 

 総会当日、全校生徒が体育館に集まり、生徒会役員が計画案を提案し、各学級の代表委員がアイデアや質問を

述べました。各学級から出されたアイデアや質問の数は５０以上。こうした活動を通して、生徒一人ひとりが学

校生活への関心を高め、社会との関わり方を経験し、協力することの良さを学ぶことができたと感じています。 

 

 

■１１月１３日（木）１４日（金）に３年生キャリア

学習として、上級学校訪問を実施しました。「北海道

ハイテクノロジー専門学校」と「北海道エコ・動物自

然専門学校」、「日本航空大学校北海道」を訪問し、動

物飼育員・トリマー・ドッグトレーナー・動物看護師

のなり方講座、ＩＴのお仕事体験、鍼灸師のお仕事

体験、救急救命士のお仕事体験、空のお仕事体験な

ど、授業や実習等を体験しました。進路選択の一つ

である「専門学校」での体験を通して、自らの具体的

な進路について考えるきっかけとなりました。 



 
 

 
■江別市で行われた「石狩管内中文連 生活体験・英語暗唱

発表大会」の英語暗唱の部に３年生の●●●●さんが本校の

代表として参加しました。本人はとても緊張したと言います

が、緊張を全く感じさせない流暢で素晴らしい英語暗唱を披

露しました。 

 

 
■１２月８日（月）にＰＴＡ「弁当の日」を行います。平成２２

年から実施しているＰＴＡ行事で、「生徒が自分で手作りしたお

弁当を持参し昼食時間に味わうことで、食の大切さを見直して

ほしい」というねらいのもと、毎年実施しています。 

昨年度の保護者アンケートでは、「親子でコミュニケーション

が取れる良い時間でした」など感想をいただきました。保護者の

皆様におかれましては、当日、朝のお忙しい時間からの準備とな

りますが、ご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の行事予定 

日 曜 主な行事 
授業 
時数 

給食 部活 

１ 月 
三者懇談⑤ 

１年：食育教室 
４ 〇 〇 

２ 火 三者懇談⑥ ４ 〇 〇 

３ 水  ５ 〇 ― 

４ 木 ＳＣ来校日 ６ 〇 〇 

５ 金  ６ 〇 〇 

６ 土     

７ 日     

８ 月 食育弁当の日 ６ 弁当 〇 

９ 火 ２年人権教室 ６ 〇 〇 

10 水  ５ 〇 ― 

11 木  ６ 〇 〇 

12 金 ３年定期テスト３期① ５ 〇 ― 

13 土     

14 日     

15 月 ３年定期テスト３期② ６ 〇 ― 

16 火  ６ 〇 〇 

17 水  ５ 〇 ― 

18 木 
一斉委員会 

ＳＣ来校日 
６ 〇 〇 

19 金  ６ 〇 〇 

20 土     

21 日     

22 月  ６ 〇 〇 

23 火 冬休み前生徒集会 ６ 〇 ― 

24 水 冬休み開始    

25 木     

26 金     

27 土     

28 日     

29 土     

30 日     

31 月     

※１ ＳＣはスクールカウンセラー来校日です 

富丘中ＨＰには、子ども達の学校生活の様子

や学校だよりなどを掲載しています。右のＱＲ

コードより、ぜひご覧ください。  

 

 

■１１月の定期テストや三者懇談を経て、お子様の現在の学

習状況や進路の目標が明確になったことと思います。次のス

テップは、その目標達成に向け、学習と生活の「習慣」を具

体的に変えていくことです。 

毎日の学習時間や苦手教科の取り組み方、そしてスマホの

使用時間の見直し等、具体的に何を変えるかを考え、実際に

行動に移すことが大切です。 

しかし中学生の子ども達にとって自らを律し、習慣を変え

ることはまだまだ難しい時期です。つきましては、各ご家庭

でお子さんと学習や生活の習慣を見直す時間をつくり、「習

慣」を変えていくサポートをよろしくお願いいたします。 

 


